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国
際
公
域
の
観
念

桑
　
原

輝
　
路

　
1
　
恒
藤
教
授
の
国
際
公
域
　
　
恒
藤
教
授
は
「
国
際
公
域
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
」
と
魍
す
る
論
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
国
際
法
の
観
点
か

ら
見
る
と
、
地
上
な
ら
ぴ
に
地
下
の
空
間
は
各
個
の
国
家
の
領
有
す
る
区

域
と
そ
れ
以
外
の
区
域
と
の
二
種
類
に
わ
か
た
れ
る
。
前
の
種
類
の
空
間

的
区
域
は
以
前
か
ら
《
国
家
領
域
》
ま
た
は
広
義
に
お
け
る
《
国
家
領

土
帖
と
よ
ぱ
れ
て
い
る
が
、
後
の
種
類
の
空
間
的
区
域
は
、
そ
の
国
際
的

公
共
性
を
か
え
り
み
て
、
こ
れ
を
余
国
際
公
域
》
と
よ
ぷ
こ
と
を
適
当
と

す
る
で
あ
ろ
う
。
」
「
全
世
界
の
空
間
的
区
域
の
中
に
就
き
、
陸
地
は
原
則

と
し
て
い
ず
れ
か
の
国
家
の
領
有
に
属
し
、
例
外
的
に
残
余
の
無
主
の
陸
。

地
が
国
際
公
域
に
属
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
海
洋
は
原
則
止
し
て
国
際

公
域
を
か
た
ち
づ
く
り
、
例
外
的
に
い
ず
れ
か
の
国
家
の
領
土
に
沿
う
部

分
が
国
家
領
域
に
属
す
る
。
空
中
は
そ
の
直
下
の
陸
地
ま
た
は
海
洋
が
国

家
領
域
に
属
す
る
か
、
国
際
公
域
に
属
す
る
か
に
し
た
が
っ
て
、
あ
る
い

は
国
家
領
域
に
属
し
、
あ
る
い
は
国
際
公
域
に
属
す
る
。
」
そ
し
て
「
国

際
公
域
と
は
、
国
際
法
に
よ
り
、
い
ず
れ
の
国
家
に
も
専
属
せ
ざ
る
も
の

と
認
め
ら
れ
て
い
る
空
間
的
区
域
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
「
国

際
公
域
の
基
本
的
構
成
部
分
た
る
も
の
は
海
洋
で
あ
り
L
、
従
っ
て
公
海

（
上
空
を
合
む
）
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
国
際
公
域
は
す
べ
て
の
国
家

及
ぴ
国
民
に
向
つ
て
平
等
に
開
放
さ
れ
る
」
。

　
2
　
大
平
教
授
の
国
際
公
域
　
　
犬
平
教
授
は
公
海
に
関
す
る
論
文
の

　
　
　
　
　
　
　
（
垂
）

中
で
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
海
洋
は
陸
地
を
取
巻
く
帯
状
の
沿
岸
海
が
国

家
の
領
海
と
な
っ
て
い
る
外
は
、
い
ず
れ
の
国
家
の
領
有
に
も
属
し
な
い

国
際
公
域
巨
痔
昌
筆
冒
巴
召
匡
o
ま
昌
巴
自
と
な
っ
て
い
る
。
国
際
公

域
に
属
す
る
海
洋
は
公
海
と
よ
ば
れ
る
」
竈
公
海
の
性
樒
に
関
し
て
は
、

無
主
物
昌
蜆
昌
≡
富
説
、
不
融
通
物
『
窃
婁
旨
曽
8
目
昌
亀
身
冒
説
及

ぴ
公
共
物
・
鶉
8
昌
昌
昌
ぼ
説
な
ど
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「
最
近
で

は
こ
れ
を
国
際
公
域
ま
目
巴
罵
唱
σ
ぎ
葦
薯
量
↓
ざ
轟
一
と
す
る
見
解

が
有
力
と
な
っ
て
き
た
（
セ
ル
、
ア
メ
リ
カ
ー
ノ
）
」
と
述
べ
、
「
こ
の
際

私
法
理
論
の
類
推
を
さ
け
て
、
海
洋
が
人
類
の
公
用
に
提
供
さ
れ
国
際
法

に
よ
っ
て
そ
の
使
用
が
保
陣
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
公
海
を
国
際

公
域
な
い
し
国
際
公
物
と
称
す
る
の
が
最
も
適
切
に
し
て
、
ま
た
最
も
新

し
い
表
現
法
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
公
海
は
国
際
社
会
の
共
通

利
益
に
関
す
る
水
域
で
あ
る
が
、
そ
の
帰
属
関
係
は
国
際
社
会
の
単
独
領

有
に
も
ま
た
各
国
の
共
同
領
有
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
今
日
の
公
海
は
い

ず
れ
の
国
の
専
属
的
な
領
有
権
の
対
象
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
各
国
の
管
轄

権
は
公
海
上
の
所
属
船
舶
に
対
し
て
競
合
的
に
行
使
せ
ら
れ
る
に
と
ど
ま

る
。
世
界
の
各
国
の
管
轄
権
が
対
等
に
競
合
的
に
公
海
上
の
各
自
の
船
舶

に
対
し
て
行
使
さ
れ
、
海
洋
の
自
由
な
使
用
が
一
般
的
に
保
陣
さ
れ
て
い

る
意
味
か
ら
、
公
海
は
国
際
社
会
の
《
公
域
帖
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
」
。
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3
　
山
本
教
授
の
国
際
公
域
　
　
山
本
教
授
は
「
国
際
法
」
に
お
い
て

　
　
　
　
　
（
3
〕

次
の
よ
う
に
い
う
。
「
国
家
管
轄
権
の
適
用
は
伝
統
的
に
、
国
家
領
域
と

そ
れ
以
外
の
国
際
公
域
に
二
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
基
準
に
よ
り
国

際
法
上
の
制
隈
に
服
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
領
域
（
領

土
・
領
海
・
領
空
）
で
は
、
領
域
主
権
に
基
づ
い
て
、
国
際
法
上
特
別
の

制
限
の
な
い
隈
り
、
領
域
国
の
国
家
管
轄
権
が
排
他
的
か
つ
包
括
的
に
適

用
さ
れ
、
ま
た
そ
の
利
用
・
開
発
・
取
得
の
方
式
が
決
定
さ
れ
た
。
他
方
、

国
際
公
域
（
国
家
管
轄
権
外
の
地
域
・
空
間
）
で
は
、
特
定
国
の
領
域
主

権
（
領
有
、
専
用
そ
の
他
の
属
地
的
管
轄
権
）
の
設
定
が
禁
止
さ
れ
、
国

籍
・
登
録
な
ど
に
基
づ
く
各
国
の
属
人
的
な
管
轄
権
（
旗
国
管
轄
権
）
を

並
行
的
に
行
使
し
て
、
そ
の
利
用
・
開
発
の
自
由
を
確
保
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヨ
）

る
」
。
ま
た
他
の
場
所
で
国
際
公
域
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
国
際

公
域
の
管
轄
と
利
用
は
、
国
家
領
域
と
は
全
く
別
の
原
則
と
基
準
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
。
国
際
公
域
で
は
、
消
極
的
に
は
、
特
定
の
国
が
領
域
主
権

を
設
定
し
て
属
地
的
に
支
配
・
管
轄
し
た
り
そ
の
利
用
を
独
占
す
る
こ
と

（
毒
ま
畠
一
芭
毫
8
窄
旨
庄
o
自
）
を
禁
止
さ
れ
る
。
ま
た
積
極
的
に
は
、
す

ぺ
て
の
国
に
対
し
て
自
由
な
出
入
と
無
差
別
の
利
用
の
た
め
に
開
放
さ
れ

る
空
間
と
し
て
、
船
舶
に
対
す
る
旗
国
の
管
轄
権
な
ど
、
各
国
で
そ
の
属

人
的
管
轄
権
を
並
行
し
て
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
管
轄
．
支
配

を
各
国
に
配
分
し
、
ま
た
そ
の
利
用
・
開
発
・
利
益
配
分
の
自
由
競
争
を

み
と
め
た
の
で
あ
る
。
国
際
公
域
は
、
伝
統
的
に
は
公
海
が
そ
の
典
型
で

あ
り
、
今
日
で
は
さ
ら
に
宇
宙
空
間
と
月
そ
の
他
の
天
体
と
か
深
海
底
も

含
ま
れ
る
」
。

　
4
　
田
岡
教
授
の
国
際
社
会
の
共
同
領
域
・
デ
ル
ベ
ー
ズ
教
授
の
国
際

共
同
体
の
領
域
　
　
田
岡
教
授
は
「
国
際
法
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
い

（
4
）

う
。
「
地
球
上
の
水
域
の
犬
部
分
は
公
海
と
し
て
何
れ
の
国
の
領
域
に
も

属
し
な
い
。
し
か
し
同
時
に
こ
の
水
域
は
い
わ
ゆ
る
無
主
物
（
、
血
蜆
昌
；
．

冨
）
と
も
法
的
地
位
を
異
に
す
る
」
。
も
し
無
主
物
で
あ
れ
ば
国
家
に
よ

る
先
占
が
可
能
で
あ
る
が
、
現
実
の
国
家
間
の
慣
行
は
海
洋
先
占
を
違
法

と
み
な
す
。
「
故
に
公
海
は
通
常
の
無
主
物
と
は
性
質
を
異
に
し
、
む
し

ろ
国
際
社
会
の
総
て
の
国
の
共
有
す
る
水
域
と
い
う
方
が
そ
の
性
質
を
適

楮
に
表
現
す
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
こ
こ
に
い
う
《
共
有
専
は
各
国
が
持
分

を
も
つ
と
い
う
意
味
に
お
け
る
共
有
（
8
－
？
唱
胃
ξ
）
で
は
な
く
、
ど

の
国
の
私
有
に
も
属
せ
ず
、
そ
し
て
ど
の
国
の
旗
を
か
か
げ
る
船
舶
も
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
を
国
家
領
域
と
対
立

せ
し
め
て
、
《
国
際
社
会
の
共
同
領
域
彰
と
名
づ
け
る
」
。

　
デ
ル
ベ
ー
ズ
教
授
は
国
際
共
同
体
の
領
域
（
－
o
α
o
昌
吐
昌
ま
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岳
）

8
…
；
目
彗
思
旨
叶
亀
目
邑
昌
閏
一
〇
）
を
問
題
に
し
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
国
際
共
同
体
の
領
域
に
よ
っ
て
国
家
の
排
他
的
な
支
配
に
服
し
て
お
ら

ず
、
そ
の
利
用
が
万
人
に
共
同
で
あ
る
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
現
在
四
つ
の
要
素
を
合
む
。
す
な
わ
ち
公
海
、
公
海
上
空
、
先
占

さ
れ
て
い
な
い
地
域
、
宇
宙
空
間
」
。

　
5
　
以
上
の
ま
と
め
　
　
恒
藤
、
大
平
、
山
本
三
者
に
共
通
し
て
い
ユ
尺

る
こ
と
は
、
国
際
公
域
が
空
間
の
国
家
へ
の
帰
属
関
係
の
有
無
に
よ
っ
て

定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
い
ず
れ
の
国
家
に
も
専
属

せ
ざ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
空
間
的
区
域
」
（
恒
藤
）
、
「
い
ず
れ
の

国
の
領
有
に
も
属
し
な
い
」
空
間
（
大
平
）
、
「
特
定
国
の
領
域
主
権
の
設

定
が
禁
止
」
さ
れ
る
地
域
・
空
間
（
山
本
）
。
従
っ
て
国
際
公
域
は
国
家

868
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領
域
と
対
比
さ
れ
、
公
海
が
そ
の
典
型
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
国
際
公
域

は
国
家
へ
の
帰
属
か
ら
自
由
で
あ
る
故
に
す
べ
て
の
国
に
利
用
の
自
由
が

認
め
ら
れ
、
か
く
し
て
国
際
公
域
は
「
国
際
社
会
の
共
通
利
益
に
関
係
」

し
（
大
平
）
、
「
国
際
的
公
共
性
」
を
有
す
る
（
恒
藤
）
。
国
際
公
域
を
空

間
の
国
家
へ
の
帰
属
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
、
国
際
社
会
の
共
通
利
益

に
関
係
す
る
そ
の
利
用
の
側
面
か
ら
の
み
定
義
す
る
考
え
方
が
あ
る
こ
と

は
後
に
み
る
通
り
で
あ
る
。

　
な
お
「
ど
こ
の
国
の
私
有
に
も
属
せ
ず
、
そ
し
て
ど
の
国
の
旗
を
か
か

げ
る
船
舶
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
国
際
社
会
の
共
同
領
域
（
囲

岡
）
や
「
国
家
の
排
他
的
な
支
配
に
服
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
利
用
が
万
人

に
共
同
で
あ
る
」
国
際
共
同
体
の
領
域
（
デ
ル
ペ
ー
ズ
）
の
観
念
も
、
笑

質
的
に
は
恒
藤
、
大
平
、
山
本
三
氏
の
国
際
公
域
と
同
一
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
6
　
国
際
公
域
と
旨
昌
巳
冨
…
；
o
巨
昌
畠
一
一
昌
』
　
　
大
平
教
授

の
場
合
、
国
際
公
域
1
1
創
o
冒
巴
昌
毛
巨
o
巨
冨
冒
軍
ま
轟
一
と
し
て
い
る
。

ま
た
公
海
を
「
国
際
公
域
な
い
し
国
際
公
物
」
と
し
て
と
ら
え
、
国
際
公

域
と
国
際
公
物
を
同
じ
意
味
で
用
い
て
い
る
。
山
本
教
授
の
場
合
、
「
国

際
公
域
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
《
万
民
共
有
物
》
の
概
念
の
ほ
か
、
今

日
で
は
《
公
物
彰
（
o
o
昌
包
冨
宅
巨
o
）
と
か
生
活
の
快
適
さ
の
た
め
の

《
公
共
自
然
空
間
彰
（
8
昌
昌
昌
閏
ヨ
彗
ま
鶉
）
な
ど
国
内
法
上
の
新
し
い

概
念
を
類
推
し
て
、
そ
の
管
理
・
開
発
・
利
用
に
つ
い
て
国
際
法
上
の
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
〕

制
を
整
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
ぺ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
そ
の

国
際
公
域
の
観
念
は
必
ず
し
も
o
o
昌
邑
一
〇
君
巨
o
巨
彗
毒
一
ざ
量
一
と

直
接
結
ぴ
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
恒
藤
教
授
の
場
合
、

o
o
目
巴
冨
召
巨
二
鼻
彗
量
↓
一
〇
畠
一
の
語
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
わ
が
国
に
お
い
て
国
際
公
域
と
い
う
言
葉
は
、
庄
昌
邑
・
o
毛
－

彗
o
巨
昌
畠
饒
昌
竺
と
関
連
づ
け
て
、
な
い
し
は
特
に
関
連
づ
け
な
い

で
、
国
家
領
域
と
の
対
比
に
お
い
て
国
家
領
域
以
外
の
空
間
を
さ
す
言
葉

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
7
　
「
国
際
法
用
語
辞
典
」
の
ま
旨
巴
篶
モ
；
O
巨
O
冒
■
巨
昌
巴
の

定
義
　
　
バ
ド
ヴ
ァ
ン
監
修
の
国
際
法
用
語
辞
典
は
き
昌
邑
篶
毛
暮
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
〕

葦
彗
一
き
9
邑
に
広
狭
二
つ
の
定
義
を
与
え
て
い
る
。

　
「
A
、
い
か
な
る
国
の
領
域
主
権
に
も
属
さ
ず
、
国
際
法
の
規
制
に
よ

り
国
際
共
同
体
の
種
々
の
構
成
負
の
利
用
に
開
か
れ
て
い
る
空
閥
を
指
す

た
め
に
、
若
千
の
著
述
家
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
表
現
。
　
　
セ
ル
（
Ω

ω
8
；
9
室
彗
篶
一
甦
伽
ヨ
o
コ
邑
冨
ま
号
o
岸
巨
彗
一
芭
ま
墨
一
－
〕
筥
；
9

宕
む
・
勺
」
ご
ー
ミ
ひ
）
は
、
《
諸
国
の
共
同
使
用
に
充
て
ら
れ
る
o
o
冒
苧

冨
暑
巨
o
に
つ
い
て
》
述
ぺ
て
お
り
、
国
際
法
は
《
国
家
主
権
が
有
効

に
ま
た
は
合
理
的
に
要
求
で
き
な
か
っ
た
、
ま
た
は
で
き
な
い
と
こ
ろ
の

若
干
の
空
間
－
公
海
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
が
ー
が
問
題
で
あ
る
と

き
、
そ
れ
ら
の
空
閥
に
国
際
公
法
（
争
o
岸
君
；
o
巨
g
；
け
一
〇
冨
一
）
上
の

地
位
を
直
接
に
与
え
て
、
そ
れ
ら
の
空
間
を
ま
昌
巴
冨
君
；
O
巨
O
ヨ
凹
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
）

ま
畠
一
の
申
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
杉
と
つ
け
加
え
て
い
る
。

　
B
、
ネ
グ
レ
ス
コ
　
（
句
1
2
紺
邑
寵
o
9
勺
ユ
昌
o
号
o
眈
o
＝
寄
o
岸
一
具
o
；
宇

巨
o
目
邑
葭
9
ま
目
一
黒
量
甘
貝
肉
．
ρ
＞
．
U
l
H
．
一
H
8
㎞
1
H
一
や
9
o
）
に
よ
っ
て
よ

り
広
い
意
味
で
理
解
さ
れ
て
い
る
表
現
。
査
O
冒
註
罵
宅
巨
O
巨
O
『
一
鼻
－

巨
昌
竺
は
、
そ
の
使
用
ま
た
は
享
受
が
す
ぺ
て
の
人
民
に
属
し
て
い
る
と

こ
ろ
の
、
ま
た
は
国
際
公
役
務
に
充
て
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
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っ
て
、
犬
洋
、
自
由
海
、
国
際
連
盟
や
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
河
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員

会
の
建
物
な
ど
の
よ
う
な
も
の
せ
。
こ
の
よ
う
な
広
義
で
の
こ
の
表
現
の

使
用
は
、
そ
れ
に
非
常
に
異
る
法
的
状
況
を
含
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
点
で

不
適
当
で
あ
る
L
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
8
　
リ
ュ
ジ
ィ
エ
教
授
の
o
o
昌
讐
目
o
『
冒
巨
ざ
弐
冨
昌
凹
｝
ざ
自
與
－
　
　
「
そ

　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

れ
は
そ
の
利
用
が
国
際
共
同
体
金
体
ま
た
は
少
な
く
と
も
い
く
つ
か
の
国

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

家
の
住
民
の
利
益
に
か
か
わ
る
一
群
の
空
間
（
窃
電
o
鶉
）
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
空
間
が
領
域
主
権
に
服
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
法

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

的
制
度
は
こ
の
共
通
利
益
の
故
に
特
別
な
規
則
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

そ
の
上
こ
の
共
通
利
益
は
今
日
で
は
も
は
や
国
際
交
通
路
と
し
て
の
利
用

に
限
ら
な
い
。
科
学
の
発
達
は
、
経
済
的
観
点
の
利
益
（
天
然
資
源
の
開

発
、
水
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
灌
概
）
あ
る
い
は
技
術
的
観
点
の
利
益
（
電
気

通
信
）
を
際
立
た
せ
た
。
技
術
の
発
達
は
国
際
協
カ
の
新
し
い
分
野
を
開

い
た
、
と
同
時
に
ま
ヨ
巴
冨
？
彗
o
ぎ
8
冒
葦
o
畠
一
－
海
洋
、
河
川
、

犬
気
空
間
及
ぴ
宇
宙
空
間
か
ら
構
成
さ
れ
る
－
の
利
用
に
関
す
る
規
制

を
よ
り
複
雑
に
し
た
。
」

　
o
o
昌
吐
冒
毛
；
o
茎
昌
量
“
一
昌
巴
は
そ
の
利
用
が
国
際
社
会
の
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

に
か
か
わ
る
空
間
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
国
家
の
領
域
主
権
に
服
す
る
と
否

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
を
問
わ
な
い
。
た
と
え
そ
れ
が
国
家
の
領
域
主
権
に
服
す
る
場
合
で
も
、

そ
の
利
用
の
共
通
利
益
の
故
に
特
別
な
制
度
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、

ま
昌
巴
篶
毛
；
二
算
實
轟
一
ざ
量
一
は
国
家
領
域
と
対
比
さ
れ
る
観
念
で

は
な
い
。
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
空
間
の
利
用
の
共
通
利
益
に
基
礎
を
お
く
観

念
で
あ
る
。

　
ま
目
讐
冨
唱
g
o
ま
o
ヨ
塁
g
閏
一
の
タ
イ
ト
ル
の
下
に
海
洋
、
国
際

河
川
、
大
気
空
間
及
ぴ
宇
宙
空
間
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
海
洋
は
、
公
海
、

領
海
、
内
水
、
国
際
海
路
に
分
説
さ
れ
る
（
排
他
的
経
済
水
域
、
大
陸
棚

は
公
海
と
の
関
連
で
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
）
。
公
海
は
い
う
に
及
ぱ
ず
、
領

海
も
無
害
通
航
の
制
度
の
故
に
ま
昌
巴
；
勺
巨
彗
o
雲
o
∋
串
ぎ
量
一
で

あ
る
。
内
水
に
は
無
書
通
航
制
度
は
適
用
さ
れ
な
い
が
、
直
線
基
線
の
採

用
に
よ
っ
て
内
水
で
な
か
っ
た
水
域
を
内
水
化
し
た
場
合
、
そ
こ
に
無
害

通
航
制
度
が
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
「
私
船
は
自
由
入
港
権
を
有
す
る
。
」

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
内
水
も
ま
昌
巴
冨
毛
g
o
葦
o
冒
誉
昌
巴
を
構

成
す
る
。
国
際
海
路
と
し
て
海
峡
と
国
際
運
河
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

国
際
運
河
も
沿
岸
国
は
主
権
を
有
す
る
が
条
約
に
よ
る
国
際
化
の
制
度
が

適
用
さ
れ
、
国
際
航
行
の
利
益
の
た
め
に
沿
岸
国
は
一
定
の
義
務
を
負
う
。

そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
国
際
運
河
も
ま
昌
巴
篶
君
；
o
巨
o
昌
饅
・

巨
o
自
巴
で
あ
る
o

　
複
数
の
国
家
の
領
土
を
分
け
る
、
ま
た
は
横
切
る
国
際
河
川
も
ま
た
バ

ル
セ
ロ
ナ
条
約
及
ぴ
個
々
の
河
川
の
特
別
条
約
に
よ
っ
て
そ
の
利
用
が
国

際
化
さ
れ
、
特
別
の
制
度
に
服
す
る
ま
昌
讐
畠
宅
巨
二
鼻
o
昌
註
昌
g

で
あ
る
。

　
犬
気
空
間
及
ぴ
宇
宙
空
間
に
関
し
て
は
、
宇
宙
空
間
だ
け
で
な
く
国
家

領
域
上
空
の
大
気
空
間
も
ま
目
巴
篶
召
；
o
巨
o
昌
顯
甘
｝
o
畠
一
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
リ
ュ
ジ
ィ
エ
の
い
う
o
o
昌
巴
篶
o
自
巨
庁
旨
箒
ヨ
曽
一
一
〇
目
邑

に
は
国
家
の
領
域
主
権
の
及
ぷ
内
水
、
領
海
、
国
際
運
河
、
国
際
河
川
、

領
域
上
空
も
含
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
国
家
領
域
に
対
比
さ
れ
る

観
念
で
は
な
く
、
領
域
主
権
に
か
か
わ
り
な
く
、
利
用
が
国
際
化
さ
れ
て
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●

い
る
空
間
の
こ
と
で
あ
る
。
リ
ュ
ジ
ィ
エ
の
教
科
書
は
、
序
の
ほ
か
法
源
、

国
家
の
国
際
的
地
位
、
ま
昌
巴
篶
召
匡
o
ぎ
註
昌
昌
昌
p
一
、
国
際
機
構

総
論
、
国
際
紛
争
と
そ
の
解
決
の
五
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ま
旨
巴
罵
召
巨
o
ヲ
箒
冒
豊
o
目
巴
に
お
い
て
は
、
国
家
の
領
域

主
権
に
服
す
る
空
間
で
あ
っ
て
も
、
国
家
の
管
轄
権
の
面
よ
り
も
む
し
ろ

国
際
社
会
全
体
の
利
用
の
た
め
の
特
別
な
規
則
の
方
に
焦
点
を
合
わ
せ
て

述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
o
o
冒
巴
篶
宅
巨
o
葦
o
目
註
o
暮
一
と
い

う
観
点
か
ら
の
空
間
の
国
際
制
度
の
見
方
で
あ
ろ
う
。
国
家
の
空
間
的

（
領
域
的
）
な
管
轄
権
を
基
準
に
し
て
空
間
を
国
家
領
域
と
非
国
家
領
域

に
分
け
る
考
え
方
と
は
次
元
を
異
に
す
る
観
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
9
　
ゲ
ェ
ン
・
ク
ォ
ッ
ク
・
デ
ィ
ン
教
授
の
ぎ
昌
巴
畠
宅
；
二
艮
彗
．

冨
葦
；
一
　
デ
ィ
ン
教
授
の
場
合
、
国
際
法
の
金
体
系
は
法
源
、
国

際
共
同
体
、
国
際
関
係
の
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
、
ま
昌
巴
冨
喀
巨
〇

一
鼻
o
冒
筈
昌
巴
は
国
際
共
同
体
の
中
で
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
国
際
共
同

体
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
そ
の
構
成
員
で
あ
る
国
家
や
国
際
機
構
な
ど

国
家
以
外
の
構
成
員
に
つ
い
て
、
換
言
す
れ
ぱ
国
際
法
の
主
体
に
つ
い
て

諭
じ
ら
れ
る
が
、
海
や
空
を
扱
う
創
o
目
巴
冨
毛
彗
o
ぎ
詩
冒
註
昌
竺
が

国
際
共
同
体
の
中
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

デ
ィ
ン
教
授
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
す
ぺ
て
の
共
同
体
と
同
様
に
国
際

共
同
体
も
単
に
法
主
体
の
資
楮
を
も
つ
《
人
彰
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
は
な
い
。
国
際
共
同
体
は
ま
た
国
際
共
同
体
の
使
用
に
供
さ
れ
る

《
物
彰
を
有
す
る
。
こ
の
種
の
物
は
国
内
法
の
用
語
旨
昌
芭
冒
o
毛
；
o

を
借
り
て
伝
統
的
に
旦
o
∋
巴
；
雲
巨
o
ぎ
后
冒
昌
昌
巴
と
よ
ぱ
れ
て

い
る
。
も
っ
と
毛
そ
の
利
用
の
制
度
は
国
家
的
a
暑
巴
罵
？
彗
o
の
そ

F

れ
と
は
著
し
く
異
る
。
L

　
こ
の
旨
ヨ
巴
烏
毛
彗
o
ま
冨
昌
葦
o
墨
一
が
海
洋
、
国
際
運
河
及
ぴ

国
際
河
川
、
空
及
び
宇
宙
空
間
に
三
分
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蓼
）

先
立
っ
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
「
国
内
法
に
お
い
て
《
創
o
ヨ
彗
邑
暴
》
の
制
度
は
公
法
人
に
属
す
る
物
、

そ
れ
故
に
公
共
の
使
用
に
供
さ
れ
る
物
に
適
周
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。
二

の
制
度
は
次
の
二
つ
の
主
た
る
理
念
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
一
つ

は
こ
れ
ら
の
物
を
そ
の
《
3
冒
巴
篶
彰
と
し
て
い
る
公
法
人
は
、
私
的
所

有
者
の
地
位
を
規
偉
す
る
共
通
法
の
規
則
と
は
異
る
特
別
な
規
則
に
服
す

る
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
こ
れ
ら
の
物
の
公
共
の
使
用
へ
の
充
当
を

一
般
的
利
益
の
観
点
で
保
陣
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　
国
際
法
に
お
い
て
も
ま
た
ま
目
彗
邑
豪
の
制
度
が
存
在
す
る
。
何

故
な
ら
国
際
共
同
体
の
中
に
お
い
て
も
若
千
の
物
が
同
じ
よ
う
に
、
そ
し

て
全
く
当
然
に
共
同
の
使
用
に
供
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
物
は

海
洋
、
国
際
河
川
及
ぴ
国
際
運
河
、
そ
れ
に
他
の
二
つ
の
要
素
す
な
わ
ち

空
と
宇
歯
空
間
を
含
む
。
国
内
法
の
用
語
を
借
り
て
、
こ
れ
ら
の
全
体

は
伝
統
的
に
《
ま
冒
巴
冒
宅
巨
9
の
表
現
を
用
い
α
目
巴
篶
唱
σ
＝
〇

一
鼻
o
；
胆
巨
o
自
巴
と
よ
ぱ
れ
て
い
る
。

　
a
昌
巴
冒
毛
巨
〇
一
鼻
o
昌
葦
o
畠
一
に
属
す
る
こ
れ
ら
の
物
の
利
用
行

為
は
、
平
時
に
お
い
て
は
、
交
通
、
調
査
、
天
然
資
源
の
探
査
、
土
木
工

專
、
電
気
通
信
な
ど
経
済
的
、
科
学
的
及
ぴ
技
術
的
な
も
の
で
あ
る
。
い

か
な
る
国
も
そ
の
利
用
を
独
占
し
た
り
妨
害
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
目
的
の
国
際
協
カ
を
促
進
す
る
た
め
の
規
範

的
な
そ
し
て
時
に
は
制
度
的
な
諸
規
則
の
も
つ
一
搬
利
益
性
は
否
定
し
が
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た
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
国
際
法
に
お
け
る
ま
目
彗
邑
豪
（
o
o
昌
巴
昌

毛
；
O
の
法
的
制
度
）
は
国
内
法
に
お
け
る
ら
O
目
彗
邑
豪
の
基
礎
と

類
似
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
二
つ
の
制
度
の
間
に
は
基
本
的
な
相
違
が
存
在
す
る
。

す
な
わ
ち
国
際
法
上
の
制
度
は
単
に
一
般
利
益
だ
け
で
な
く
、
排
他
的
な

利
益
－
こ
の
場
合
国
家
の
利
益
で
あ
る
が
ー
を
も
保
護
す
る
。
事
実
、

国
際
秩
序
に
お
い
て
は
領
海
の
よ
う
な
若
千
の
o
o
目
巴
畠
蜆
は
奇
冒
σ
－

旨
o
↓
な
旨
昌
彗
嚢
す
な
わ
ち
万
人
の
使
用
に
あ
て
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

国
家
領
域
に
結
ぴ
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
国
家
の
領
域
主
権
下
に
お
か
れ
て

い
る
。
従
っ
て
そ
れ
ら
の
8
冒
巴
罵
明
の
共
同
利
用
の
制
度
は
こ
の
主

権
の
排
他
性
の
原
則
を
考
慮
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
利
用
行
為
は
ま
た

政
治
的
－
軍
事
的
性
椿
の
も
の
で
あ
り
う
る
。
戦
時
に
お
い
て
、
公
海
及

ぴ
そ
の
上
空
の
よ
う
な
い
か
な
る
国
に
も
属
さ
な
い
o
o
冒
a
畠
召
雪
o

ま
ぼ
；
昌
o
冨
一
の
部
分
に
お
い
て
優
越
す
る
の
は
交
戦
国
の
主
権
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
国
内
秩
序
に
お
い
て
は
類
似
の
も
の
を
も
た
な

い
。

　
o
o
目
包
昌
君
…
o
ぎ
冨
；
警
o
墨
一
の
法
は
右
の
よ
う
な
二
つ
の
主
要

な
矛
層
す
る
配
慮
を
反
映
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
法
は
国
際
法
の
他
の
分
野

よ
り
技
術
進
歩
の
影
響
に
よ
り
敏
感
で
あ
り
、
そ
の
披
術
進
歩
は
必
ず
し

も
国
際
主
義
及
ぴ
協
カ
の
促
進
の
方
向
で
作
用
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
諸

人
民
間
の
発
展
水
準
の
著
し
い
格
差
が
次
第
に
支
配
的
と
な
っ
て
い
く
世

界
的
背
景
に
お
い
て
、
o
o
昌
巴
冨
看
巨
o
ま
討
昌
葦
昌
巴
の
法
は
よ
り

し
ぱ
し
ぱ
国
家
的
利
益
の
要
求
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
。
L

　
デ
ィ
ン
教
授
の
「
国
際
法
」
は
彼
の
没
後
、
ダ
イ
エ
及
び
ペ
レ
教
授
に

よ
ウ
て
改
訂
版
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
第
二
版
は
、
「
実
際
に
こ
の
表
現

（
ら
o
冒
巴
畠
宅
；
o
旨
冨
『
；
片
一
昌
邑
）
は
、
そ
れ
ら
の
空
間
の
利
用
の
制

度
が
国
家
の
旨
昌
巴
畠
－
岩
望
o
の
そ
れ
と
著
し
く
異
る
か
ら
、
議
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
〕

余
地
が
あ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
第
二
部
国
際
共
同
体
の
第
三
編
の
タ
イ

ト
ル
は
、
倉
o
o
o
目
巴
篶
宅
g
〇
一
巨
o
昌
き
9
邑
》
か
ら
《
空
間
の
国

際
制
度
彰
に
変
更
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
変
え
ら
れ
た
が
、
し
か
し
、

ま
昌
邑
冨
毛
巨
o
巨
3
昌
筆
昌
邑
の
観
念
が
放
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
し
、
ま
た
内
容
が
海
洋
、
国
際
運
河
及
ぴ
河
川
、
、
空
及
ぴ
字
宙
空
間
か

ら
成
る
こ
と
も
旧
版
と
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
第
一
版
同
様
い
わ
ゆ
る

ま
目
邑
自
①
君
；
o
｛
鼻
o
冒
註
o
墨
－
に
属
す
る
空
間
の
国
際
制
度
が
問
題

な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
新
し
い
タ
イ
ト
ル
の
下
に
陸
地
を
も
舎
む
空
間
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜆
）

般
の
国
際
制
度
を
問
題
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
1
0
　
バ
ス
テ
ィ
ッ
ド
女
史
の
国
際
利
益
空
間
　
　
バ
ス
テ
ィ
ツ
ド
女
史

は
一
九
七
六
－
一
九
七
七
年
の
バ
リ
第
二
大
学
の
講
義
録
で
、
国
際
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

空
間
（
o
蜆
寒
o
鶉
｛
、
ぎ
ま
ま
二
目
宗
昌
註
昌
昌
と
い
う
観
念
を
用
い
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
国
際
共
同
体
の
利
益
に
か
か
わ
る
空
間
、
ま
た
は
少
く
と

も
い
く
つ
か
の
国
の
住
民
の
利
益
に
直
接
に
か
か
わ
る
空
間
を
国
際
利
益

空
間
と
よ
ぷ
こ
と
が
で
き
る
。
国
際
利
益
空
間
は
阜
、
れ
ら
の
空
間
の
利
用

条
件
に
関
す
る
多
数
国
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
る
規
則
を
必
要
と
し
た
。

こ
の
国
際
利
益
空
間
の
法
は
著
し
く
発
達
し
た
。
」
こ
の
よ
う
に
述
べ
た

あ
と
国
際
利
益
空
間
の
多
様
化
の
傾
向
、
国
際
利
益
空
間
の
法
の
形
成
及

ぴ
発
展
の
要
因
、
国
際
利
益
空
間
の
法
の
一
般
的
傾
向
に
つ
い
て
概
観
し

　
（
阯
）

て
い
る
。
国
際
利
益
空
閻
と
し
て
は
リ
ュ
ジ
ィ
エ
及
ぴ
デ
ィ
ン
教
授
の

ま
目
邑
冨
君
；
〇
一
算
而
；
昌
g
邑
の
場
合
と
ほ
ぽ
同
様
に
、
海
洋
空
閥
、

872
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河
川
、
犬
気
空
間
及
ぴ
字
由
空
間
が
あ
げ
ら
れ
る
。
国
際
利
益
空
間
と
し

て
の
海
洋
空
間
は
、
「
国
家
の
領
域
管
轄
権
に
属
す
る
海
洋
空
間
」
（
内
水
、

群
島
水
域
、
領
海
、
国
際
海
路
（
海
峡
、
国
際
運
河
）
、
接
続
水
域
、
大

陸
棚
、
排
他
的
経
済
水
域
）
と
「
国
家
の
領
域
管
轄
権
を
免
れ
る
海
洋
空

間
」
（
公
海
、
深
海
底
）
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

　
な
お
テ
ィ
ェ
リ
ィ
教
授
他
の
「
国
際
法
」
に
お
い
て
も
、
第
六
章
「
海

洋
空
間
の
法
」
に
つ
づ
い
て
第
七
章
「
そ
の
他
の
国
際
利
益
空
間
」
が
あ

り
、
両
章
で
海
洋
、
国
際
運
河
、
国
際
河
川
、
大
気
空
間
、
宇
宙
空
間
な

ど
の
国
際
利
益
空
間
が
カ
バ
ー
さ
れ
る
。
海
洋
空
間
は
、
「
排
他
的
か
つ

完
全
な
権
利
に
服
す
る
海
洋
空
間
」
（
内
水
、
領
海
）
、
「
経
済
的
目
的
の

排
他
的
権
利
に
服
す
る
海
洋
空
間
」
（
大
陸
棚
、
排
他
的
経
済
水
域
）
、

「
非
排
他
的
な
権
利
に
服
す
る
海
洋
空
間
」
（
公
海
、
深
海
底
）
に
分
け
ら

れ
、
海
洋
以
外
の
国
際
利
益
空
間
は
、
「
国
家
領
域
に
属
す
る
空
間
」
（
領

域
大
気
空
間
、
国
際
運
河
、
国
際
河
川
）
、
「
国
家
領
域
に
属
し
な
い
空

聞
」
（
国
際
大
気
空
間
、
字
宙
空
間
及
ぴ
天
体
、
国
際
化
地
域
（
と
く
に

南
極
）
）
に
分
け
ら
れ
る
。

　
n
　
以
上
の
ま
と
め
　
　
国
際
法
用
語
辞
典
で
は
国
際
社
会
の
構
成
員

の
利
用
に
開
か
れ
て
い
る
空
間
だ
け
で
な
く
、
国
際
公
役
務
に
充
て
ら
れ

る
建
物
な
ど
も
a
昌
巴
篶
君
巨
o
巨
o
・
昌
ぎ
墨
一
に
含
ま
せ
る
考
え

方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ば
国
内
法
に
お
け
る
ま
昌
巴
冨
君
彗
o
に

つ
い
て
の
一
般
的
理
解
の
反
映
で
あ
る
が
、
こ
の
考
え
方
を
と
る
例
は
ネ

グ
レ
ス
コ
以
外
に
知
ら
な
い
。
リ
ュ
ジ
ィ
ェ
、
デ
ィ
ン
教
授
な
ど
の
用
い

る
旦
o
昌
竺
目
o
筥
、
巨
二
、
一
ε
昌
昌
o
墨
一
は
、
「
そ
の
利
用
が
国
際
社
会
の
利

益
に
か
か
わ
る
空
間
」
（
リ
ュ
ジ
ィ
ェ
）
、
「
国
際
共
同
体
の
使
用
に
供
さ

れ
る
物
」
（
デ
ィ
ン
）
、
「
議
国
の
全
体
に
よ
る
一
定
数
の
必
須
の
活
動
に

必
要
な
自
然
的
空
間
」
（
デ
イ
ン
ニ
版
）
と
の
み
理
解
さ
れ
て
お
り
、
国

際
公
役
務
に
充
当
さ
れ
る
物
を
含
ま
な
い
。
し
か
し
恒
藤
、
大
平
、
山
本

教
授
な
ど
の
国
際
公
域
が
空
間
の
国
家
へ
の
帰
属
関
係
の
有
無
に
よ
っ
て

定
義
さ
れ
る
の
に
対
し
、
リ
ュ
ジ
ィ
エ
、
デ
ィ
ン
教
授
な
ど
は
国
家
の
領

域
主
権
に
服
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
り
な
く
国
際
社
会
の
利
用
に
供
さ
れ

る
空
間
を
も
っ
て
匹
o
冒
巳
篶
毛
堅
o
ぎ
訂
昌
算
一
〇
墨
一
と
す
る
。
わ
が

国
に
お
け
る
国
際
公
域
の
理
解
も
ま
た
象
昌
巴
冨
毛
；
o
享
o
昌
塁
o
－

目
巴
の
用
例
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
国
際
法
用
語
辞
輿
の
定
義
A
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
に
お
け
る
ま
昌
凹
・

一
目
。
O
。
巨
。
一
昌
一
。
、
昌
峯
o
畠
一
の
一
般
的
理
解
は
、
辞
典
の
狭
義
A
よ
り
も

広
く
広
義
B
よ
り
も
狭
く
、
そ
の
帰
属
に
か
か
わ
り
な
く
諸
国
の
利
用
に

供
さ
れ
る
空
間
を
い
う
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
れ
故
に
特
別
な
規
則
に
服
す

る
そ
の
よ
う
な
空
間
に
か
か
わ
る
法
の
総
体
を
旨
昌
巴
冨
毛
；
二
㌣

詩
昌
ま
畠
一
の
法
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
デ
ィ
ン
ニ
版
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
ル
ソ
ー
教
授
が
一
九
五

三
年
の
「
国
際
法
」
で
は
旦
O
昌
当
篶
－
〕
宣
；
O
；
↓
胃
■
ま
量
一
の
観
念
を

　
　
　
（
柵
〕

用
い
な
が
ら
、
最
近
の
「
国
際
法
」
第
四
巻
（
一
九
八
○
年
）
で
は
同
じ

事
項
が
「
国
際
関
係
の
空
間
的
枠
組
」
の
タ
イ
ト
で
と
り
上
げ
㌧
㎎
、

旦
o
目
巴
屋
君
彗
o
ま
o
ヨ
四
一
一
〇
冨
一
の
表
現
が
姿
を
消
し
て
い
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
バ
ス
テ
ィ
ツ
ド
女
史
な
ど
が
同
様
の
内
容
を
「
国
際
利
益
空
間
」

と
よ
ぷ
よ
う
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ぱ
o
o
目
彗
一
〇
毛
；
o
ぎ
冨
；
里
ま
－

目
昌
の
表
現
は
避
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は

デ
ィ
ン
ニ
版
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
類
似
の
表
現
を
用
い
な
が
ら

。873
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ま
昌
注
篶
毛
匡
ミ
巨
g
一
一
凹
宙
昌
』
の
観
念
が
風
内
法
の
o
o
昌
巴
目
。
毛
．

；
o
の
観
念
と
い
く
つ
か
の
点
に
お
い
て
著
し
く
異
っ
て
い
る
た
め
と
思

わ
れ
る
。

　
1
2
　
旨
目
邑
冒
宅
；
o
巨
o
冒
き
昌
巴
と
国
際
公
域
　
　
ま
、
昌
ヲ
o

…
巨
；
は
実
定
法
上
の
用
語
で
は
な
く
学
説
上
の
概
念
で
あ
る
。
例
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

ぱ
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。
「
ま
昌
当
冨
唱
巨
o
は
そ
の
性
質
ま
た
は

そ
れ
に
与
え
ら
れ
る
用
途
の
故
に
私
的
な
取
得
の
対
象
と
さ
れ
え
な
い
国

家
ま
た
は
そ
の
他
の
領
域
団
体
に
属
す
る
物
、
す
な
わ
ち
実
際
に
は
公
衆

の
使
用
（
一
，
豪
晶
耐
旨
…
；
o
）
ま
た
は
公
役
務
（
冒
餉
血
、
三
。
、
自
g
。
）

に
充
て
ら
れ
る
す
べ
て
の
物
。
」
こ
の
よ
う
に
a
昌
辻
篶
O
自
巨
。
は
一

般
に
公
衆
の
使
用
な
い
し
は
公
共
の
使
用
（
一
．
冨
葭
o
筥
。
勺
。
巨
。
）
に
充
て

ら
れ
る
物
だ
け
で
な
く
、
公
役
務
に
充
て
ら
れ
る
物
を
も
含
む
と
解
さ
れ

る
が
、
コ
凹
ま
目
彗
邑
ま
毛
g
o
（
公
物
性
）
の
源
泉
、
そ
れ
は
公
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旭
）

務
へ
の
で
は
な
く
公
衆
の
直
接
的
使
用
へ
の
物
の
充
当
で
あ
る
L
。
末
広
．

田
中
編
「
法
偉
単
辞
典
」
は
「
直
接
公
衆
の
共
同
の
使
用
に
開
放
せ
ら
る

る
物
」
を
公
共
用
物
、
「
国
家
又
は
公
共
団
体
自
身
の
用
に
供
せ
ら
る
る

に
止
ま
る
物
」
を
公
用
物
と
し
、
「
公
共
用
物
は
公
物
中
最
も
強
〕
要
な
も

の
で
、
こ
れ
の
み
を
特
に
公
物
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
。

　
｛
o
昌
巴
冨
嗜
g
o
巨
o
昌
與
ま
畠
一
の
観
念
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
般

に
は
国
際
公
役
務
に
充
て
ら
れ
る
物
を
含
ま
ず
、
国
際
社
会
の
公
共
の

使
用
に
供
さ
れ
る
空
間
に
関
し
て
用
い
ら
れ
脾
一
国
内
法
に
お
け
る

o
o
昌
巴
篶
毛
げ
旨
o
は
普
通
、
公
物
と
よ
ば
れ
る
。
促
っ
て
ま
昌
巴
篶

唱
；
o
葦
o
目
註
o
量
一
は
国
際
公
物
と
よ
ぱ
れ
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
国
際
公
物
の
場
合
は
一
般
に
も
っ
ぱ
ら
空
間
が
問
題
に
な
る
こ
と
及

ぴ
国
内
法
の
公
物
の
観
念
な
い
し
制
度
と
は
か
な
り
異
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
際
法
上
の
独
特
の
観
念
と
し
て
、
そ
れ
を
国
際
公
域
と
よ
ぷ

こ
と
も
ま
た
正
当
化
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
旦
o
昌
巴
篶

宅
；
o
巨
o
昌
葦
冒
g
に
国
際
公
域
の
語
を
充
て
る
と
し
て
も
、
そ
れ

は
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
に
お
い
て
一
般
に
理
解
さ
れ
る
意
味
な
い
し
は
国
際

利
益
空
間
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て

き
た
最
狭
義
の
国
際
公
域
の
意
味
に
お
い
て
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
1
3
　
国
際
公
域
の
観
念
の
現
代
的
意
義
　
　
国
際
利
益
空
間
と
し
て
理

解
さ
れ
る
国
際
公
域
の
観
念
な
い
し
観
点
は
、
多
様
化
し
た
今
日
の
空
間

の
国
際
制
度
、
と
く
に
海
洋
の
制
度
の
理
解
に
な
ん
ら
か
の
示
唆
を
与
え

る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
海
洋
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
領
域
主
権
に
服
す
る
内

水
及
び
領
海
と
そ
れ
を
免
れ
る
公
海
と
の
間
に
、
領
域
主
権
と
よ
ぱ
れ
る

完
全
な
領
域
管
轄
権
で
は
な
い
が
経
済
的
目
的
に
限
定
さ
。
れ
蛙
噸
域
管
轄

権
に
服
す
る
空
間
が
出
現
し
た
（
排
他
的
経
済
水
域
、
大
陸
棚
）
。
内
水

や
領
海
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
が
、
と
り
わ
け
排
他
的
経
済
水

域
や
大
陸
棚
の
法
的
地
位
及
ぴ
そ
れ
ぞ
れ
の
海
底
、
水
域
、
上
空
の
法
的

制
度
の
理
解
に
当
っ
て
、
沿
岸
国
の
領
域
管
轄
権
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
領

域
性
と
利
用
の
自
由
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
国
際
公
域
性
（
創
o
昌
目
邑
豪

？
巨
旦
篶
巨
Φ
冒
註
o
；
一
耐
）
1
こ
の
二
つ
の
性
格
は
両
立
し
え
な
い

も
の
で
は
な
い
ー
の
交
錯
と
い
う
形
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ

れ
る
。

　
（
1
）
　
恒
藤
恭
　
「
国
際
公
域
に
つ
い
て
」
　
大
阪
商
科
大
挙
創
立
六
〇

　
　
周
年
記
念
論
文
集
　
昭
和
一
六
年
　
五
八
一
頁
、
五
八
六
－
五
八
七
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頁
、
五
九
五
頁
。

（
2
）
　
犬
平
善
梧
　
「
公
海
」
　
国
際
法
学
会
編
「
国
際
法
講
義
」
第
一

　
巻
（
有
斐
閣
、
昭
和
二
八
年
）
二
二
五
－
二
二
七
頁
百

（
3
）
　
山
本
草
二
　
「
国
際
法
」
（
有
斐
閣
、
昭
和
六
〇
年
）
一
九
一
－

　
一
九
二
員
、
二
六
六
頁
。

（
4
）
　
田
岡
良
一
　
「
国
際
法
」
（
動
草
書
房
、
昭
和
三
三
年
）
　
一
五
九

　
頁
。

（
5
）
　
F
U
o
亭
貝
■
鶉
勺
ユ
昌
甘
o
眈
o
司
耐
ま
量
責
ま
旨
o
岸
ぎ
宥
『
－

　
轟
庄
昌
巴
召
；
9
（
■
・
ρ
b
こ
’
ω
田
＆
曇
昌
し
o
婁
）
一
〇
－
H
ミ
．

（
6
）
豆
o
ま
昌
芋
o
o
巴
二
〇
昌
ぎ
一
曇
而
q
自
旦
8
三
巨
o
；
皇
o
邑

　
君
昌
9
君
巨
心
ω
昌
二
里
｛
一
冨
呂
昌
3
』
1
田
鶉
ま
き
巨
一
（
望
畠
き

．
乞
8
）
一
ラ
s
o
．

（
ア
）
　
セ
ル
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
セ
ル
は
国
家
の
領
域
主
権
に
属

　
さ
な
い
空
間
の
み
を
旨
目
竺
鶉
暑
；
o
旨
蒜
≡
筆
o
目
巴
と
解
し

　
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
恩
わ
れ
る
。
引
用
の
著
書
に
つ
づ
く
一
九

　
四
八
年
の
著
書
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
国
際
法
は
な
ん
ら

　
か
の
物
ま
た
は
な
ん
ら
か
の
空
間
の
取
得
を
国
家
に
禁
止
す
る
こ
と

　
な
く
、
そ
れ
ら
を
o
o
昌
讐
岩
筥
一
巨
一
〇
ま
冨
『
自
算
－
昌
巴
に
格
付
け
す

　
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
そ
れ
ら
の
物
の
制
度
が
国
家
的
法
秩
序
に
属

　
す
る
と
き
は
（
河
川
、
海
峡
、
運
河
）
、
国
際
法
は
い
わ
ゆ
る
主
権

　
を
制
隈
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
国
家
主
権
が
有
効
に
要
求
で
き
な

　
か
っ
た
、
ま
た
は
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
空
間
が
間
題
で
あ
る
と
き
は

　
ー
公
海
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
が
」
国
際
法
は
そ
れ
ら
の
空

　
間
に
国
際
公
法
上
の
地
位
を
直
接
に
与
え
る
L
。
ρ
ω
8
自
9
0
昌
冨

　
ま
q
邑
ご
鼻
O
昌
峯
昌
具
（
U
O
昌
亭
旨
O
算
O
巨
晶
邑
昌
二
貴
O
。
）
ら
．
讐
N
．

（
8
）
O
・
昏
景
∪
冒
一
二
暴
昌
豊
昌
竺
毛
巨
9
（
冒
＝
。
田
一
α
。

　
＆
三
〇
p
－
漫
㎞
）
一
勺
－
ご
－

（
9
）
屠
ξ
9
9
8
冒
葺
早
。
一
＝
尋
・
墨
庄
昌
9
君
雪
9
（
■
．

　
ρ
貝
』
．
一
H
ξ
㎞
）
一
〇
二
S
一
i
1
竃
伽
－
伽
蟹
1

（
1
0
）
　
グ
ラ
ン
・
口
ぺ
ー
ル
に
よ
れ
ぱ
、
｛
o
昌
曽
自
旨
旨
蒜
に
は
二
つ
の

　
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
あ
る
物
が
ま
昌
巴
畠
毛
彗
o
に
属
す
る
と

　
い
う
性
格
す
な
わ
ち
公
物
性
で
あ
り
、
他
は
「
ま
昌
巴
畠
勺
自
一
竺
o

　
に
関
す
る
法
的
制
度
」
で
あ
る
。
こ
の
場
合
第
二
の
意
味
で
あ
る
と

　
思
わ
れ
る
。
■
o
o
量
目
o
射
o
げ
彗
叶
｛
o
匡
■
嘗
目
o
日
自
o
句
冨
目
届
－
蜆
ρ

　
H
O
目
O
－
貝
3
昌
凹
昌
昌
忘
及
ぴ
ま
昌
臼
昌
巴
の
項
。

（
u
）
　
オ
σ
q
ξ
昌
o
冒
o
冒
一
員
や
U
軍
一
≡
g
g
＞
1
勺
g
呉
o
昌
一
斤

　
一
昌
8
；
註
9
邑
君
巨
〇
一
（
■
・
ρ
U
．
㌻
～
。
＆
曇
o
p
一
轟
o
）
一
〇
．

　
室
p

（
1
2
）
　
第
三
編
「
空
間
の
国
際
制
度
」
の
冒
頭
の
一
項
に
ま
昌
ぎ
5

　
毛
；
o
ま
箒
昌
註
o
昌
一
の
観
念
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ

　
て
い
る
（
五
六
七
－
五
六
八
頁
）
。

　
　
「
国
際
輸
送
及
ぴ
交
通
の
特
性
、
科
挙
的
調
査
の
要
求
、
戦
争
上

　
の
必
要
性
は
、
つ
ね
に
陸
の
、
と
く
に
海
の
空
間
の
広
い
区
域
へ
の

　
自
由
な
ア
ク
セ
ス
を
要
求
す
ぺ
く
諸
国
を
導
い
た
。
二
〇
世
紀
に
お

　
い
て
そ
の
よ
う
な
要
求
は
空
及
ぴ
字
宙
空
間
に
対
し
て
表
明
さ
れ
た
。

　
国
内
法
1
そ
こ
に
お
い
て
倉
o
目
臥
罵
召
巨
9
が
す
べ
て
の
人

　
の
使
用
に
充
て
ら
れ
る
国
家
領
域
の
部
分
を
含
ん
で
い
る
ー
と
の

　
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、
q
O
昌
巴
昌
o
O
自
σ
－
o
ヲ
冨
コ
一
嘗
9
0
目
巴
の
観
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念
ま
た
は
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
的
用
語
に
お
け
る
《
8
昌
昌
昌

閏
昌
昌
ま
g
》
の
観
念
、
す
な
わ
ち
諸
国
の
全
体
に
よ
る
一
定
数
の
必

須
の
活
動
の
行
使
に
必
要
な
自
然
的
空
間
の
総
体
、
が
次
第
に
引
き

出
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
共
同
の
使
用
へ
の
充
当
を
保
陣
す
る

た
め
の
も
っ
と
も
明
白
な
法
的
テ
ク
ニ
ソ
ク
は
、
問
題
の
区
域
を
一

切
の
《
排
他
的
な
彰
所
有
か
ら
解
放
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
際
法
に

お
い
て
こ
れ
に
対
応
す
る
制
度
は
、
含
鶉
8
冒
目
冒
一
畠
の
制
度
す

な
わ
ち
共
有
の
制
度
及
び
含
鶉
昌
旨
冨
専
す
な
わ
ち
そ
の
利
用
が

そ
れ
を
利
用
し
う
る
国
の
意
の
ま
ま
に
な
る
空
間
の
制
度
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
方
法
は
国
際
関
係
に
お
い
て
は
国
家
的

法
秩
序
に
お
け
る
場
合
よ
り
も
よ
り
多
く
の
陣
害
に
迦
遇
す
る
。
国

家
は
こ
の
よ
う
な
問
魑
に
お
け
る
裁
判
官
で
あ
り
か
つ
訴
訟
当
事
者

で
あ
っ
て
、
自
己
の
主
権
下
に
お
く
こ
と
に
な
る
、
従
っ
て
国
家
的

使
用
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
一
定
の
区
域
を
自
ら
定
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
実
際
に
す
ぺ
て
の
人
の
使
用
に
提
供
さ
れ
る
空
間
の
範

囲
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
o
o
冒
巴
篶
召
g
o
巨
宥
『
墨
ヰ
ー
o
轟
一

－
言
葉
の
実
賀
的
な
意
味
に
お
け
る
－
の
一
部
分
は
国
家
的
規

制
の
支
配
下
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
部
分
は
現
代
に
お
い
て
拡
大
の

傾
向
に
あ
る
。
国
家
と
し
て
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
そ
の
管
轄
権

の
自
由
裁
量
性
及
び
排
他
性
を
お
さ
え
て
、
国
際
協
カ
に
よ
り
国
際

共
同
体
の
要
求
を
自
分
自
身
の
た
め
の
利
用
ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ヘ
の
配
慮
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。

　
a
冒
巴
罵
毛
彗
o
ぎ
ざ
冒
顯
“
一
〇
墨
一
の
規
制
は
、
従
っ
て
非
常
に

多
様
な
法
的
制
度
の
並
列
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ら
の
間
の
「
般
的
均
衡

　
は
国
際
的
な
カ
関
係
、
大
国
の
支
持
す
る
優
先
順
位
と
か
ま
た
余
公

　
益
ぜ
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
支
配
的
な
法
的
概
念
（
環
境
の

　
保
護
、
科
学
的
調
査
の
必
要
性
、
天
然
賀
源
の
最
適
開
発
、
交
通
の

　
安
全
）
に
強
く
依
存
す
る
。
と
き
に
矛
盾
す
る
こ
と
の
あ
る
こ
れ
ら

　
の
多
方
面
へ
の
配
慮
を
勘
定
に
入
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
a
昌
讐
篶

　
？
g
〇
一
艮
o
昌
註
o
畠
一
に
適
用
さ
れ
る
法
的
制
度
の
段
階
的
推
移

　
ー
も
っ
と
も
少
く
規
髄
さ
れ
る
も
の
か
ら
も
っ
と
も
多
く
規
制
さ

　
れ
る
も
の
へ
の
、
も
っ
と
も
《
国
際
主
義
的
》
な
も
の
か
ら
も
っ
と

　
も
国
家
主
義
的
な
も
の
へ
　
1
を
図
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

　
　
こ
う
し
て
公
海
や
宇
宙
空
間
の
よ
う
な
各
国
に
ア
ク
セ
ス
及
ぴ
利

　
用
の
自
由
が
認
め
ら
れ
、
一
切
の
国
家
に
よ
る
取
得
が
禁
止
さ
れ
る

　
場
合
か
ら
、
領
域
上
空
や
内
水
の
よ
う
な
排
他
的
な
国
家
の
主
権
が

　
及
ぷ
が
条
約
な
い
し
椴
習
的
方
法
に
よ
っ
て
第
三
国
に
ア
ク
セ
ス
の

　
権
利
ま
た
は
利
周
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
至
る
六
つ
の
段
階

　
が
示
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
旦
o
昌
巴
目
①
筥
旨
旨
o
」
鼻
o
目
里
甘
す
目
巴
の

　
具
体
的
な
叙
述
と
し
て
は
、
こ
の
六
つ
の
タ
イ
プ
別
で
は
な
く
、
第

　
一
版
同
様
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
る
区
分
、
す
な
わ
ち
海
洋
、
国
際
運

　
河
及
ぴ
国
際
河
川
、
空
及
ぴ
宇
宙
空
間
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

　
海
洋
に
関
し
て
は
、
内
水
、
群
島
水
域
、
領
海
及
ぴ
海
峡
、
接
続
水

　
域
、
排
他
的
経
済
水
域
、
公
海
、
犬
陸
棚
、
深
海
底
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
1
3
）
o
．
巨
8
『
陣
巨
箒
昌
算
一
昌
巴
と
い
う
表
現
は
、
一
九
二
一
年
の

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
条
約
及
ぴ
規
程
の
中
に
く
o
討
叩
量
く
何
寧
巨
ε
o
”
ぎ
蒜
『
宰

　
一
＝
冨
昌
註
O
；
一
（
「
国
際
関
係
を
有
す
る
可
航
水
路
」
と
訳
さ
れ
て

　
い
る
）
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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（
1
4
）
　
峯
冒
o
勺
．
団
印
㎜
匡
P
O
o
自
『
眈
與
o
邑
『
o
岸
ぎ
“
o
↓
目
臼
弍
o
目
竺
、
自
σ
旨
9

　
（
■
窃
O
昌
易
ま
U
8
芦
岩
N
α
I
H
薯
N
）
一
や
H
S
ポ
O
．
－
o
o
S
I

　
－
N
N
0
0
－

（
篶
）
　
目
‘
↓
巨
o
『
々
’
』
l
O
O
目
－
σ
曽
o
P
貝
ω
‘
ω
目
『
〇
一
〇
巨
．
＜
芭
自
榊
P
－
〕
『
O
岸

　
ま
詩
冒
凹
饒
8
巴
、
自
σ
旨
p
（
峯
冒
8
一
一
冒
邑
雪
一
㌔
＆
－
“
－
冒
一
H
湯
卓
）
1

（
1
6
）
　
o
9
肉
o
冨
窒
彗
一
〇
昌
岸
ぎ
冨
『
旨
ρ
饒
昌
巴
、
自
巨
貝
　
（
黎
冨
｝
一

　
6
竃
）
一
？
ω
o
0
N
斗
彗
才
．

（
1
7
）
　
O
旨
．
宛
o
自
留
o
里
ト
U
『
o
岸
ぎ
箒
目
固
“
－
o
自
巴
勺
自
σ
旨
9
↓
o
昌
血
－
く

　
■
鶉
富
一
豊
o
冨
ざ
冨
冒
呉
－
o
目
巴
2
（
望
冨
き
一
畠
o
）
一
甲
～
a
♀

　
田
一
■
く
．

（
1
8
）
　
冒
o
庄
昌
自
巴
冨
邑
o
邑
昌
岸
（
ω
8
泳
蟹
守
o
ま
厨
H
堅
害
武
o
■

　
峯
目
。
ω
．
o
o
邑
＆
一
↓
o
昌
。
ト
（
冒
一
一
富
し
田
＆
三
昌
し
ま
ひ
）
一
勺
．

　
耐
o
o
－
ひ
〇
一
．

（
1
9
）
　
甲
奏
寿
貝
目
o
庄
昌
量
オ
o
旨
腎
o
岸
君
匡
P
（
■
昌
ヱ
臼
員

　
－
o
α
ω
）
一
、
－
－
H
α
1
　
＞
．
O
O
＝
自
　
o
甘
　
雪
．
O
酉
O
津
凹
■
F
O
〇
一
］
『
蜆
9
伽
貝
5
自
－

　
一
巴
冨
ま
寄
o
岸
o
ぞ
昌
｝
量
自
巾
芭
貫
↓
o
冒
o
－
（
U
昌
o
“
㌔
＆
ま
o
自
一

　
筍
富
）
一
■
や
N
s
か
ら
の
引
用
。

（
2
0
）
　
末
引
厳
太
郎
・
田
中
耕
太
郎
責
任
編
輯
「
法
律
学
辞
典
」
第
二

　
巻
（
岩
波
暫
店
、
昭
和
一
〇
年
）
七
五
五
員
。

（
2
1
）
　
前
記
「
法
葎
学
辞
典
」
、
野
村
敬
造
「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
・
行
政

　
法
概
諭
」
（
有
信
堂
、
昭
和
三
七
年
）
四
二
一
頁
以
下
な
ど
公
物
の

　
語
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
神
谷
昭
「
フ
ラ
ン
ス
行
或
法
の
研

　
究
」
（
有
斐
閣
、
昭
和
四
〇
年
）
一
五
七
頁
、
柳
川
勝
二
「
仏
和
法

　
律
辞
書
」
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
昭
和
五
〇
年
）
ニ
ニ
七
頁
な
ど
は

　
公
産
の
語
を
用
い
て
い
る
。

（
2
2
）
　
排
他
的
経
済
水
域
は
条
約
上
海
底
及
び
地
下
、
上
都
水
域
、
上

　
空
を
含
む
空
間
と
解
さ
れ
る
（
国
連
海
洋
法
条
約
五
六
条
1
㈲
、
五

　
八
条
1
）
。
犬
陸
棚
は
条
約
上
は
海
底
及
ぴ
地
下
の
み
で
あ
る
が

　
（
同
七
六
条
1
）
、
そ
の
上
部
水
域
及
ぴ
上
空
を
も
含
む
空
間
と
し
て

　
の
犬
陸
棚
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
沿
岸
国
の
隈
定
さ
れ
た
領
域
管

　
轄
権
が
及
ぷ
の
は
こ
の
広
義
の
犬
陸
棚
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
挙
教
授
）
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